
形容詞の相対最上級における冠詞

名詞限定辞の共通部分としての定冠詞

川 島 浩 一 郎＊

０．はじめに

次の（１），（２），（３）に見られるように，形容詞の相対最上級（superlatif

relatif de l’adjectif）の構文において，le，laそして lesが現れることがある．

（１）Ainsi donc,［...］, tu es le plus intelligent de tous !（G. Simenon, Le

Petit Saint, Collection Le Livre de Poche, 1964, p.67）

（２）La tour Eiffel, c’est Paris, bien sûr, la ville la plus importante de ma

vie.（Elle,１９septembre２００５, p.１０８）

（３）C’étaient les plus belles vacances de ma vie.（S. Japrisot, La passion

des femmes, Collection Folio,１９８６, p.２２０）

本稿では，形容詞の相対最上級における le，la，lesを分析することによっ

て，定冠詞が「名詞限定辞の共通部分」であることを論証する１）．なお必要の

ない限りは，le，la，lesの間に特に区別はつけない．実際，leと laは互いに

条件変異体の関係にある同一の表意単位である（男性名詞を限定するか女性名

詞を限定するかの相違）．また lesは，複数記号素（複数性を標示する記号素）

と定冠詞（leあるいは la）とのアマルガムである（lesの内部に複数記号素と
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leあるいは laが共存している）．つまり，複数記号素の有無を除けば，lesは le

や laと同一の表意単位である２）．

論述の手順は次の通りである．考察の準備として，まず１．では，表意単位

の対立と表意単位の成立の関係について確認する．表意単位が成立するために

は，それが他の表意単位と対立していることが必要である．２．では具体的に，

形容詞の相対最上級における le，la，lesを分析する．

そして３．では，２．での分析をふまえて，定冠詞がすべての名詞限定辞の

共通部分であることを示す．言い換えれば，定冠詞は無標の名詞限定辞である．

１．表意単位の対立と表意単位の成立

表意単位の成立は，他の表意単位との対立を前提としている．ある表意単位

が成立するためには，他の表意単位との対立が必要である．言語記号は Aで

あるか Bであるか Cであるか，複数の可能性があるときに限って，Aである

ことや Bや Cであることに意味がある．論理的に Aでしかありえない場合は，

Bや Cでないのはもちろん，それは Aでさえない．どれか一つでしかありえ

ないのなら，Aや B，Cという対立そのものが無意味だからである．少なくと

も A，B，Cという対立があるときの Aと，それがないときの Aは，別物と考

えなければならない．

仮に色彩として白色しかなかったとしたら，その色を「白」と呼ぶことに何

か意味があるだろうか．そのような場合には，そもそも「色」という概念すら

明確には存在しえないはずである．また，犬という動物に柴犬しか存在しない

としたら，「犬」の指示対象は「柴犬」のそれに等しいのだから，「柴」の部分

には実質的な情報がないことになる．「柴」という表意単位が意味を持つため

には「土佐（犬）」や「ハスキー（犬）」など，犬の他の種類との対立が前提と

なっていなければならない．
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ある文脈における対立の存在は，その文脈において選択が可能であることに

よって保証される．あれかこれかを選べるということが，選択対象の間に明確

な対立があることを意味するからである．また，ある文脈で選択が可能である

ことは，その文脈で換入（commutation）が可能であることと同義である．

（４）Il a fait une dépression.（F. Vargas, Dans les bois éternels, Collec-

tion J’ai lu,２００６, p.２２６）

（５）Il faut gagner du temps.（Dans les bois éternels, p.３７２）

たとえば（４）の ilは，elleなどと入れ換えが可能である．このことから，

（４）の ilが表意単位として明確に機能していることが分かる．表意単位とし

て ilか elleかを選べるという事実が，ilや elleのような表意単位が成立するた

めの対立の存在を保証しているからである．一方，（５）の ilは他の表意単位

との入れ換えができない．他の表意単位との対立が保証されていないのだか

ら，fautという動詞に従属する ilには表意単位が成立するための基盤がないこ

とになる．（５）の ilは実質的には，明確な表意単位でさえない（むしろ faut

の一部）．少なくとも，ilか elleかを選べるときの ilとは別物である．実際（４）

の ilが人称代名詞であるのに対して，（５）の ilは非人称代名詞と呼ばれる．

このように，Bや Cと換入ができるときの Aと，Bや Cとの換入ができな

いときの Aは，厳密には別物と考えなければならない．少なくとも，Bや C

との対立の有無という点において，この２種類の Aが互いに異なっているこ

とは明らかである．

互いに対立する A，B，Cに共通部分が存在する場合，Bや Cとの対立が解

消した Aは，論理的な帰結として，A，B，Cの共通部分であると考えざるを

えない．Aと B，Cの対立が解消することは，共通部分以外の部分が無効化す

ることと同義だからである．たとえば，男性の人間（homme）と女性の人間

（femme）の対立がなくなれば，そこに残るのは，これらの共通部分である人

間（homme）だけである．
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２．形容詞の相対最上級における冠詞

２．１．être le plus Adjectif

動詞（たとえば être）の属詞の位置にある形容詞の相対最上級構文では，

（６），（７），（８）に見られるように，名詞限定辞としてはもっぱら le，laあ

るいは lesが用いられる．

（６）Warren est sûrement le plus italien de toute la famille,［...］.（T.

Benacquista, Malavita encore, Collection Folio,２００８, p.２１９）

（７）La conquête amoureuse est la plus égoïste des croisades.（M. Levy,

Sept jours pour une éternité ..., Collection Pocket,２００２, p.１３３）

（８）Ma maman et mon papa sont les plus chouettes du monde !

（Sempé−Goscinny, Le petit Nicolas, Collection Folio,１９６０, p.１１１）

これらの le，laそして lesは，他の名詞限定辞（不定冠詞，部分冠詞，所有

形容詞，指示形容詞など）と入れ換えることができない．つまり，この文脈で

の le，la，lesは他の名詞限定辞と対立していない．また，leと laそして les

と他の名詞限定辞の間には，少なくとも，名詞限定辞であるという共通部分が

ある．

以上の観察は，（６），（７），（８）のような文脈（属詞の位置の形容詞の相

対最上級）に現れる leや laが，すべての名詞限定辞の共通部分であることを

示している（lesは複数記号素と leあるいは laのアマルガム）．名詞限定辞の

間の対立が解消している状態とは，共通部分以外の要素が無効化している状態

に他ならない（１．を参照）．

音韻対立の中和における原音素（archiphonème）は，対立が中和する諸音

素の共通部分である３）．すべての名詞限定辞の共通部分を，原音素をまねて「原

名詞限定辞（archi−déterminant nominal）」と呼んでみることにしよう．ただ

し，この用語によって原音素と原名詞限定辞の間に完全な対応関係があること
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を示唆したいわけではない．音素と表意単位の間には，完全な平行性があるわ

けではないからである．

以上の分析をまとめておこう．動詞の属詞位置において形容詞の相対最上級

を構成する leと laは，これらが lesに含まれる場合もそうでない場合も，原

名詞限定辞（すべての名詞限定辞の共通部分）だと考えられる．属詞位置での

形容詞の相対最上級の構成において，le，la，lesは他の名詞限定辞と対立しな

いからである．

このような原名詞限定辞が本来の名詞限定辞であるかどうかには，議論の余

地がないわけではない．たとえば（６）の le plus italienでは，leが名詞を直

接的に限定しているわけではない．名詞を限定しない名詞限定辞という存在

は，確かにやや奇妙ではある．しかし本稿では，伝統的な学校文法の解釈と同

様に，（６），（７），（８）のような文脈に現れる le，la，lesは名詞限定辞であ

ると考える．この問題については２．３．で再び言及する．

（９）Qu’est−ce que les hommes apprécient le plus chez les femmes...

（M. Dugowson, Mina Tannenbaum, Collection Le Livre de Poche,

１９９４, p.７４）

（１０）Je dois oublier tout ça le plus vite possible.（T. Benacquista, Tout à

l’ego, Collection Folio,１９９９, p.１５）

（１１）Je me suis pourtant dépêché le plus que j’ai pu !（S. Testud,

Gamines, Collection Le Livre de Poche,２００６, p.５０）

（９），（１０），（１１）に見られるような，副詞の相対最上級における leが本

来の意味での名詞限定辞であるかどうかについては，別の考察・分析が必要で

ある（たとえば，通時的な視点からの分析や，形容詞の相対最上級とのアナロ

ジー，原名詞限定辞の特殊な分布としての分析など）．本稿では，この問題に

は立ち入らない．
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２．２．le Nom le plus Ajectif

名詞を限定する形容詞の相対最上級が，その名詞に後置される場合，次の

（１２），（１３），（１４）に見られるように，le，la，lesが二カ所に現れることがあ

る．

（１２）Le mec le plus cool du monde se nomme Tom Ford.（F. Beigbeder,

L’Égoïste romantique, Collection Folio,２００５, p.２９７）

（１３）L’espoir est la chose au monde la plus douloureuse.（F. Beigbeder,

Windows on the World, Collection Folio,２００３, p.１５１）

（１４）Les mecs les plus amoureux sont souvent les plus mutiques,［...］.

（A. Girod−de l’Ain, De l’autre côté du lit, Collection J’ai lu,２００３, p.

２００）

たとえば（１２）においては，le mecにおける leと le plus coolにおける le

の二カ所である．前者（le mecの le）を，le，la，lesの三つの形態を leで代

表させて「前半の le」と呼ぶことにしよう．そして後者（le plus coolの le）を

「後半の le」と呼ぶことにする．

「後半の le」は，原名詞限定辞である（２．１．を参照）．「後半の le」は（６）

の le plus italienの leと同様に，他の名詞限定辞と入れ換えることができない

からである．つまり「後半の le」は他の名詞限定辞との対立を含意していない．

（１５）C’est une interprétation simple, mais la plus logique.（M. Chattam,

In tenebris, Collection Pocket,２００２, p.１１７）

（１６）Je souris à mon tour de mon air le plus convaincant.（Gamines, p.

１１５）

（１７）Et cette chose la plus importante c’est VOUS.（Internet）

それに対して「前半の le」は，（１５）の une interprétation，（１６）のmon air

そして（１７）の cette choseに見られるように，他の名詞限定辞と入れ換えが

可能である．つまり「前半の le」は，他の名詞限定辞との対立を含意した，通
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常の定冠詞であると考えてよい．

２．３．le plus Adjectif Nom

名詞を限定する形容詞の相対最上級が，その名詞に前置される場合，次の

（１８），（１９）に見られるように，le，la，lesが二カ所に現れることはない．こ

のときの le，laそして lesを（le，la，lesを leで代表させて）「唯一の le」と

呼ぶことにしよう．

（１８）Tu es le plus adorable garçon du monde.（Le Petit Saint, p.１１１）

（１９）Le silence est la plus belle expression de l’amour.（A. Nothomb,

Péplum, Le Livre de Poche,１９９６, p.７６）

（２０）Le Dr Lagarde était la légiste la plus renommée du pays, sans con-

currence.（Dans les bois éternels, p.２４）

（２１）Elle était la plus belle femme du monde.（La passion des femmes, p.

１４１）

ここで，たとえば（２０）と（２１）を比較してみよう．（２０）の la légiste la plus

renomméeに laが二つあるのは（前半および後半の le），形容詞が名詞に対し

て後置されているからである（２．２．を参照）．それに対して（２１）の la plus

belle femmeに laが一つしかないのは（唯一の le），形容詞が名詞に対して前

置されているからに他ならない．そして leや laはあくまでも単一の記号素で

あるから，「唯一の le」は「前半の le」と「後半の le」を足しあわせたもので

はない．

以上の事実は「前半および後半の le」と「唯一の le」が互いに，形容詞の

位置の違いによる条件変異体の関係にあることを示している．つまり la légiste

la plus renomméeにおける二つの laと，la plus belle femmeにおける唯一の la

は，条件変異体の関係にある，同一の表意単位であると考えざるをえない．

（２２）Paris était vraiment la plus belle ville du monde, encore plus quand
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on s’en éloignait.（M. Levy, Mes amis Mes amours, Collection

Pocket,２００６, p.３３３）

（２３）Tu as une meilleure idée ?（F. Vargas, Pars vite et reviens tard, Col-

lection J’ai lu,２００１, p.２４０）

（２４）J’ai promis à ma plus jeune sœur qu’on va bien s’amuser.

（Gamines, p.１０）

（２５）Je l’aimais, cette plus grande pièce musicale du hip−hop...［...］.（In-

ternet）

実際，たとえば（２２）の la plus belle villeにおける la（唯一の le）は「前半

の le」と「後半の le」を兼任していると考えられる．つまり la plus belle ville

の唯一の laは，la légiste la plus renomméeの「後半の le」と同様に，形容詞

の相対最上級を構成する要素である．これを uneと入れ換えると，（２３）の une

meilleure idéeのように，形容詞は最上級ではなくなってしまう．また la plus

belle villeの la（唯一の le）は，（２４）や（２５）に見られるように，所有形容詞

および指示形容詞と入れ換えが可能である．この事実は「唯一の le」が「前半

の le」に匹敵するステイタスを持つことを示している．

（２６）La plus urgente des mesures est d’empêcher le mort de marcher.

（F. Vargas, Un lieu incertain, Collection J’ai lu,２００８, p.２５７）

（２７）La plus longue de leur conservation est de quatre minutes seize

secondes.（Un lieu incertain, p.１３５）

（２８）On croit que la plus courante est de percer le cœur. Mais non. Par-

tout. Le plus important, ce sont d’abord les pieds.（Un lieu incer-

tain, p.２５７）

（２６）の相対最上級である la plus urgenteには，それが直接的に限定するよ

うな名詞が明示的には存在しない．相対最上級を構成する要素である点では，

この laは「後半の le」である．また，la plus urgenteの全体が定名詞句であ
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る点では，この laは「前半の le」でもある．つまり la plus urgenteの laは「前

半の le」であると同時に「後半の le」でもある．

（２９）Tibère est de loin le plus beau des trois.（F. Vargas, Ceux qui vont

mourir te saluent, Collection J’ai lu,１９９４, p.４７）

（３０）［...］: Michael Stipe est le plus grand philosophe contemporain.

（L’Égoïste romantique, p.３５４）

（２９）と（３０）を比較してみよう．（２９）の le plus beauにおける leと，（３０）

の le plus grand philosopheにおける leは，形容詞の相対最上級の分布が異な

る（属詞の位置か名詞限定か）ことによって生じた条件変異体の関係にある．

この事実は，名詞を直接的に限定しない（２９）の leもまた，（３０）の leと同

様に，名詞限定辞であることを示している（２．１．を参照）．

以上の分析をまとめておこう．「唯一の le」と「前半および後半の二つの le」

は互いに，形容詞の位置の相違によって生じた条件変異体の関係にある．言い

換えれば「唯一の le」と「前半および後半の le」は，同一の表意単位がかた

ちを変えて現れたものに他ならない．したがって「唯一の le」は「前半の le」

であると同時に「後半の le」でもある．

３．無標の名詞限定辞としての定冠詞

３．１．名詞限定辞の共通部分としての定冠詞

ここまでの分析をふまえて，定冠詞が名詞限定辞の共通部分であることを論

証する４）．

（３１）Dix ans est le moment le plus solaire de l’enfance.（A. Nothomb,

Robert des noms propres, Collection Le Livre de Poche,２００２, p.７７）

（３２）Son père était le plus grand joailler japonais.（A. Nothomb, Biogra-

phie de la faim, Collection Le Livre de Poche,２００４, p.１８３）
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（３１）の le moment le plus solaireにおける二つの leは，（３２）の le plus

grand joaillerにおける唯一の leと同一の表意単位である（２．３．を参照）．

ひるがえって考えれば，le moment le plus solaireにおける二つの leもまた，

互いに同一の表意単位であると考えざるをえない．（３１）の le moment le plus

solaireにおける「前半の le」は，（３２）の le plus grand joaillerにおける「唯

一の le」と同じステイタスを持ち，（３１）の「後半の le」もまた（３２）におけ

る「唯一の le」と同じステイタスを持つのだから，（３１）における「前半の le」

と「後半の le」は互いに同じものでなければならない．

ここに一見，矛盾が生じているように感じられる点がある．前半の（他の名

詞限定辞との対立を含意した）leと，後半の（他の名詞限定辞との対立を含意

しない）leは，互いに別物のはずだからである（１．を参照）．要するに le mo-

ment le plus solaireの「前半の le」が通常の定冠詞であるのに対して「後半の

le」は原名詞限定辞である（２．２．を参照）．

通常の定冠詞が原名詞限定辞と同じステイタスを持つという矛盾を解消する

には，定冠詞そのものを，すべての名詞限定辞の共通部分であると考えざるを

えない．定冠詞がもともと「名詞限定辞の共通部分」であるならば，それが原

名詞限定辞と等価であるのは当然である．

以上の論理から，定冠詞は名詞限定辞の共通部分（無標の名詞限定辞）に他

ならないという結論になる．冠詞に範囲を限れば，定冠詞は無標の冠詞（定冠

詞，不定冠詞，部分冠詞の共通部分）である．

（３３）J’aime la bière.（E. Hemingway, Paris est une fête, Collection Folio,

１９６４, p.１１９）

（３４）Il y a de la bière ?（Un lieu incertain, p.２５２）

実際（３３）の la bièreと（３４）の de la bièreに見られるように，定冠詞はか

たちのうえでも，定冠詞と部分冠詞の共通部分である．
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３．２．所有形容詞・指示形容詞

参考のために，所有形容詞と指示形容詞の場合にも一瞥を加えておこう．

（３５）［...］: elle a été mon amour, mais aussi mon amie la plus proche, et

son amitié me manque autant que le côté amoureux.（Internet）

（３６）Tu es ma meilleure amie depuis plus de deux ans...（Sept jours pour

une éternité ..., p.１６７）

（３５）のmon amie la plus procheにおけるmonおよび laと，（３６）のma

meilleure amieにおけるmaは，互いに条件変異体の関係にある（２．３．を参

照）．ただしmon amie la plus procheにおけるmonと laを同じものと考える

ことは難しい．所有形容詞には（le，la，lesとは異なって）属詞の位置で相対

最上級を構成する用法がないのだから（２．１．を参照），monと laの間には何ら

かの役割り分担があると考えざるをえない．要するにmon amie la plus proche

におけるmonと laは同じものというよりも，むしろmonと laをあわせて

（ma meilleure amieのmaに相当するような）一つの単位である．

（３７）On ne tarde pas à la découvrir cette fille la plus heureuse du

monde,［...］.（Internet）

（３８）Ce plus petit morceau de fer possible est l’atome de fer.（Internet）

指示形容詞に関しても同様である．（３７）の cette fille la plus heureuseにお

ける cetteそして laと，（３８）の ce plus petit morceauにおける ceは，互いに

条件変異体の関係にある（２．３．を参照）．ただし cette fille la plus heureuseに

おける cetteと laが同一物であるとは言えない．指示形容詞には（le，la，les

とは異なって）属詞の位置で相対最上級を構成する用法がないのだから（２．１．

を参照），cetteと laには何らかの役割りの分担があると考えられる．つまり

cette fille la plus heureuseにおける cetteと laは同じものというよりも，この

cetteと laで（ce plus petit morceauの ceに相当するような）一つのものと見

なすべきである．

（ 11）
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４．まとめ

本稿では，形容詞の相対最上級における le，la，lesを分析することによっ

て，定冠詞が「無標の名詞限定辞」つまり「すべての名詞限定辞の共通部分」

であることを論証した．冠詞に範囲を限れば，定冠詞は「無標の冠詞（定冠詞，

不定冠詞，部分冠詞の共通部分）」である．

［註］

１）定冠詞を無標の項と捉える観点については，渡瀬（１９９０）および木下

（１９９４）を参照．

２）定冠詞 lesが定冠詞と複数記号素のアマルガムであることについては，

MARTINET（１９７９）を参照．

３）中和と原音素については，AKAMATSU（１９８８）を参照．

４）定冠詞が無標の冠詞であることを論証する試みは，川島（２０１０a，２０１１

a，２０１１b，２０１１c）でもなされている．
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